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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第112期

第１四半期連結
累計期間

第113期
第１四半期連結
累計期間

第112期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 12,790,138 12,842,774 50,843,232

経常利益 （千円） 290,206 290,440 533,510

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 148,435 101,893 9,901

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,292,822 616,839 2,122,869

純資産額 （千円） 39,533,161 39,954,043 39,598,285

総資産額 （千円） 54,682,096 55,030,739 54,907,667

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 4.67 3.31 0.32

自己資本比率 （％） 66.9 67.1 66.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指数等の推移については記載し

ておりません。

　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第1四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　(1）経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、経済活動の正常

化が進んだことにより、緩やかな回復基調にありますが、原材料価格、エネルギー価格の高止まりや、円安による

物価上昇が利益を圧迫しており、引き続き予断を許さない状況が続くものと思われます。海外経済におきまして

は、国内に比べて市場の回復が進んでおりますが、ウクライナ情勢の長期化や各国の金融引き締めによる急激な為

替変動の影響などもあり、依然として先行き不透明な状況で推移するものと思われます。

このような環境の下、当第1四半期連結累計期間の売上高は128億43百万円（前年同期比0.4％増）となり、営業

利益は1億79百万円（同19.4％減）、経常利益は2億90百万円(同0.1％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1

億2百万円（同31.4％減)となりました。

 

各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

①　コーティング

プラスチック用コーティング材（『レクラック』・『フジハード』など）を取扱うコーティングセグメントに

おきましては、主力の自動車部品向け塗料は、国内では自動車メーカーの生産に回復の兆しが見られ、前年度に

比べ需要が堅調に推移いたしました。海外では、アセアン諸国での需要が好調に推移した一方で、中国市場での

販売が低調に推移いたしました。その他の分野では、化粧品容器は需要回復の兆しから堅調に推移いたしまし

た。また、ホビー用塗料は、世界的なプラモデルブームは一服したものの中国市場での需要が増加し、堅調に推

移いたしました。

この結果、売上高は70億15百万円（同11.6％増)となり、営業利益は1億90百万円（同224.0％増)となりまし

た。

②　塗料

建築用塗料を取扱う塗料セグメントにおきましては、戸建新築用塗料の販売は、主要顧客の着工件数の減少に

よる生産調整の影響から、低調に推移いたしました。戸建リフォーム用塗料の販売は、主要顧客のリフォーム着

工件数の減少と、防水工事による外装工事遅延などの影響で需要が低調に推移いたしました。

この結果、売上高は28億57百万円（同8.6％減)となり、営業利益は42百万円（同72.5％減)となりました。

③　電子材料

導電性樹脂材料（『ドータイト』）などを取扱う電子材料セグメントにおきましては、前年度に低調に推移し

ましたPC・スマホ・TVなどの生活家電向け製品の需要は、回復の兆しはあるものの、海外顧客を中心に低調に推

移いたしました。自動車の安全装置などの電子部品・センサー基板は、需要が堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は7億98百万円（同15.2％減)となり、営業損失は58百万円（前年同四半期は営業損失4百万

円)となりました。

④　化成品

トナー関連材料、粘・接着剤ベース（『アクリベース』）やメディカル材料を取扱う化成品セグメントにおき

ましては、トナー関連材料は海外市場、特に中国市場での回復が遅れレジン及び電荷制御材が低調に推移しまし

た。粘・接着剤ベースは、壁紙用粘着剤及び新たな重合技術を用いたブロックポリマーの展開が進み好調に推移

しました。また、メディカル材料は、主力の糖尿病検査試薬において、中国市場向けは低調に推移したものの、

インドを中心に新規開拓市場への展開が好調に推移いたしました。

この結果、売上高は10億56百万円（同6.2％減)となり、営業利益は15百万円（同66.7％減)となりました。

⑤　合成樹脂

子会社藤光樹脂株式会社などが取扱う、樹脂製品の仕入・販売を行う合成樹脂セグメントにおきましては、リ

チウムイオン電池向け製品と車載部品向け製品の販売は堅調に推移いたしました。一方、家電部品向け製品や樹

脂原料の販売は低調に推移いたしました。

この結果、売上高は11億17百万円（同14.8％減)となり、営業損失は10百万円（前年同四半期は営業損失31百

万円)となりました。
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　(2）財政状態の状況

（資産・負債・純資産の状況）

当第1四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ1億23百万円（前連結会計年度末比0.2％）

増加し、550億31百万円となりました。

①　流動資産

売掛金の増加などの結果、前連結会計年度末と比べ1億34百万円（同0.4％）増加し、315億60百万円となり

ました。

②　固定資産

有形固定資産及び無形固定資産の減価償却の進行などの結果、前連結会計年度末と比べ11百万円（同

0.0％）減少し、234億71百万円となりました。

③　流動負債

賞与引当金や支払手形及び買掛金の減少などの結果、前連結会計年度末と比べ1億43百万円（同1.2％）減少

し、117億72百万円となりました。

④　固定負債

長期未払金の減少などの結果、前連結会計年度末と比べ90百万円（同2.7％）減少し、33億5百万円となりま

した。

⑤　純資産

為替換算調整勘定の増加などの結果、前連結会計年度末と比べ3億56百万円（同0.9％）増加し、399億54百

万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の66.8％から67.1％へと0.3ポイント増加と

なり、1株当たり純資産額は、前連結会計年度末より7円86銭増加し、1,196円99銭となりました。

 

　(3）経営方針・経営戦略等

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

　(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第1四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

　(5）研究開発活動

当第1四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、7億19百万円であります。

なお、当第1四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 84,000,000

計 84,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,716,878 32,716,878
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 32,716,878 32,716,878 - -

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

　2023年４月１日～

 2023年６月30日
- 32,716,878 - 5,352,121 - 5,039,624

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  - - -

議決権制限株式（自己株式等）  - - -

議決権制限株式（その他）  - - -

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,887,700 - -

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,822,700 308,227 -

単元未満株式 普通株式 6,478 - -

発行済株式総数  32,716,878 - -

総株主の議決権  - 308,227 -

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）含

まれております。

　２．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄はすべて当社保有の自己株式です。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉化成㈱
東京都板橋区蓮根

三丁目20番７号
1,887,700 - 1,887,700 5.77

計 - 1,887,700 - 1,887,700 5.77

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,212,104 11,019,417

受取手形 944,375 943,199

売掛金 8,960,375 9,802,604

商品及び製品 4,737,535 4,856,002

仕掛品 94,007 191,712

原材料及び貯蔵品 3,606,475 3,536,126

その他 1,038,075 1,374,162

貸倒引当金 △166,924 △163,090

流動資産合計 31,426,022 31,560,132

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,783,855 13,882,628

減価償却累計額 △7,981,122 △8,112,552

建物及び構築物（純額） 5,802,733 5,770,076

機械装置及び運搬具 16,273,403 16,471,487

減価償却累計額 △13,566,547 △13,766,164

機械装置及び運搬具（純額） 2,706,856 2,705,323

工具、器具及び備品 5,398,735 5,461,842

減価償却累計額 △4,684,511 △4,763,343

工具、器具及び備品（純額） 714,224 698,499

土地 4,624,739 4,644,410

リース資産 1,129,669 1,138,011

減価償却累計額 △439,556 △444,715

リース資産（純額） 690,113 693,296

建設仮勘定 751,258 758,424

有形固定資産合計 15,289,923 15,270,028

無形固定資産   

ソフトウエア 264,404 375,339

その他 931,074 932,617

無形固定資産合計 1,195,478 1,307,956

投資その他の資産   

投資有価証券 3,566,679 3,722,929

長期貸付金 184,707 134,991

繰延税金資産 460,316 379,531

その他 2,922,865 2,793,495

貸倒引当金 △138,323 △138,323

投資その他の資産合計 6,996,244 6,892,623

固定資産合計 23,481,645 23,470,607

資産合計 54,907,667 55,030,739
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,527,803 5,307,072

短期借入金 3,067,154 3,311,300

リース債務 165,991 171,143

未払法人税等 91,122 97,473

未払費用 1,168,364 1,331,836

賞与引当金 612,076 319,744

その他 1,281,919 1,233,173

流動負債合計 11,914,429 11,771,741

固定負債   

リース債務 398,364 392,536

繰延税金負債 66,025 67,095

退職給付に係る負債 2,453,323 2,467,437

長期未払金 108,938 9,167

その他 368,303 368,720

固定負債合計 3,394,953 3,304,955

負債合計 15,309,382 15,076,696

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,352,121 5,352,121

資本剰余金 5,040,199 5,040,199

利益剰余金 23,764,100 23,619,360

自己株式 △968,361 △968,361

株主資本合計 33,188,059 33,043,319

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 833,452 949,039

為替換算調整勘定 2,713,802 3,030,624

退職給付に係る調整累計額 △75,308 △120,882

その他の包括利益累計額合計 3,471,946 3,858,781

非支配株主持分 2,938,280 3,051,943

純資産合計 39,598,285 39,954,043

負債純資産合計 54,907,667 55,030,739
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 12,790,138 12,842,774

売上原価 9,153,679 9,174,723

売上総利益 3,636,459 3,668,051

販売費及び一般管理費 3,414,318 3,488,908

営業利益 222,141 179,143

営業外収益   

受取利息 15,569 24,250

受取配当金 36,645 43,997

固定資産賃貸料 17,087 15,936

為替差益 3,550 -

その他 28,618 68,862

営業外収益合計 101,469 153,045

営業外費用   

支払利息 11,344 28,092

為替差損 - 8,574

固定資産除却損 15,996 117

その他 6,064 4,965

営業外費用合計 33,404 41,748

経常利益 290,206 290,440

税金等調整前四半期純利益 290,206 290,440

法人税、住民税及び事業税 59,879 81,452

法人税等調整額 13,073 32,618

法人税等合計 72,952 114,070

四半期純利益 217,254 176,370

非支配株主に帰属する四半期純利益 68,819 74,477

親会社株主に帰属する四半期純利益 148,435 101,893

 

EDINET提出書類

藤倉化成株式会社(E00832)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 217,254 176,370

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 95,730 117,373

為替換算調整勘定 1,016,347 376,394

退職給付に係る調整額 △38,409 △45,574

持分法適用会社に対する持分相当額 1,900 △7,724

その他の包括利益合計 1,075,568 440,469

四半期包括利益 1,292,822 616,839

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,097,797 488,728

非支配株主に係る四半期包括利益 195,025 128,111
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

東北藤光㈱ 80,000千円 東北藤光㈱ 80,000千円

 

２　受取手形裏書譲渡高

 

 
前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 30,374千円 37,411千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 353,641千円 365,603千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 254,633 8 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日

定時株主総会
普通株式 246,633 8 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 コーティング 塗料 電子材料 化成品 合成樹脂 計

売上高       

顧客との契約から生じ

る収益
6,285,972 3,126,048 940,405 1,125,551 1,312,162 12,790,138

外部顧客への売上高 6,285,972 3,126,048 940,405 1,125,551 1,312,162 12,790,138

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- - - 39 23,937 23,976

計 6,285,972 3,126,048 940,405 1,125,590 1,336,099 12,814,114

セグメント利益又は損

失（△）
58,497 153,653 △3,787 44,463 △30,583 222,243

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 222,243

　セグメント間取引消去 △102

 四半期連結損益計算書の営業利益 222,141

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 コーティング 塗料 電子材料 化成品 合成樹脂 計

売上高       

顧客との契約から生じ

る収益
7,014,916 2,856,973 797,660 1,055,836 1,117,389 12,842,774

外部顧客への売上高 7,014,916 2,856,973 797,660 1,055,836 1,117,389 12,842,774

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- - - - 15,612 15,612

計 7,014,916 2,856,973 797,660 1,055,836 1,133,001 12,858,386

セグメント利益又は損

失（△）
189,538 42,288 △57,577 14,806 △9,802 179,253
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 179,253

　セグメント間取引消去 △110

 四半期連結損益計算書の営業利益 179,143

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの業績をより適切に反映させるため、一部の固定費の配賦基

準を見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき作成したものを開示してお

ります。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 4円67銭 3円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 148,435 101,893

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
148,435 101,893

普通株式の期中平均株式数（株） 31,792,514 30,829,164

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月９日

藤倉化成株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池内　基明

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 表　　晃靖

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉化成株式

会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉化成株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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